
ＤＰＬ江東深川　完成
大和ハウス工業株式会社　　　　　　
取締役常務執行役員　建築事業本部長

浦川　竜哉
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（７） （第３種郵便物認可）２０２２年　（令和４年）　３月１１日　（金曜日）

　このたび、東京都江東区に「ＤＰＬ江東深川」が竣工の運びとなりまし
た。
　「ＤＰＬ江東深川」は、免震構造地上７階建て、延床面積，㎡の
大和ハウス工業最高層の都市型マルチテナント型物流施設です。首都高速
９号深川線「塩浜ＩＣ」と「枝川ＩＣ」から各．㎞、そして東京メトロ
有楽町線とゆりかもめ（東京臨海新交通）「豊洲駅」、ＪＲ京葉線「越中
島駅」から徒歩分と公共交通機関から徒歩圏内で、都心至近の湾岸エリ
アに位置し、物流利便性と雇用確保の優位性に恵まれた好立地となります。
　建屋は３階のトラックバース、ドックレベラー２基、垂直搬送機６基を
備え、３～７階は荷物用エレベーター４基を設置しております。また、緊
急時に備え、免震システムを導入するとともに、浸水対策も講じ、ＢＣＰ
（事業継続計画）に対応しています。
　完成にあたり、東京都、江東区のご指導をはじめ、地元の皆さまのご理
解とご協力に感謝申し上げるとともに、設計・施工を担当した安藤ハザマ
様には豊富な知見を生かし、納期通りにつくり上げていただいたことに御
礼申し上げます。

エントランス

　「ＤＰＬ江東深川」は、東京都江東区の豊洲運河と汐浜運河に面した旧政府穀物
倉庫跡地に建設された『マルチテナント型物流施設』です。
　構造・規模は、ＰＣａＰＣ造地上７階建ての本体棟とＳ造地上３階建ての厚生棟
からなり、本体棟には、中間（柱頭）免震構造を採用しています。
　設計上配慮した主な項目としては二つあります。一つは事業継続性（ＢＣＰ）に
も対応した『防災配慮設計』に取り組んだことです。

　ＰＣａＰＣ造による免震構造の採用や、非常用発電機等の整備を通して、ロング
スパン架構によるレイアウトの自由度が高い空間を確保し、施設利用者および流通
保管商品の安全性を高めています。
　また、地域の一員として、『大規模建築物における地域景観配慮』にも積極的に
取り組みました。江東区が大切にしている『都心運河沿い景観』に寄与するため、
護岸沿いに桜を列植し、季節の彩り演出を図ったことに加えて、建物緑化（壁面・
屋上）、水面を抽象化したファサードデザイン展開、豊洲運河側の夜景演出なども
行いました。
　最後に本施設が旧施設から継続される地域社会の物流機能と安心安全の担い手と
して、また、豊かな地域都市景観の担い手として、樹木の成長とともに、より一層
深まっていくことを心より期待致します。

株式会社　安藤・間　建設本部　建築技術統括部　細谷　有野

■工　事　名　称：（仮称）Ｄプロジェクト江東深川新築工事
■工　事　場　所：東京都江東区塩浜一丁目２番２号
■建　築　主：ディエイチ・アセット・ワン特定目的会社
■設計・監理：株式会社安藤・間一級建築士事務所
■施　　　工：株式会社安藤・間東京支店
■規　　　模：〈敷地面積〉，．㎡　〈建築面積〉，．㎡

〈延床面積〉，．㎡
■構　　　造：ＰＣａＰＣ＋Ｓ造（免震）
■階　　　数：地上７階
■工　　　期：年７月日～年１月日
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　大和ハウス工業が東京都江東区で建設していた「ＤＰＬ江東深川」
が完成した。同施設は、免震構造地上７階建てのマルチテナント型物流
施設。物流需要の高い湾岸エリアに位置しながら、東京メトロ・ゆりか
もめ豊洲駅、ＪＲ越中島駅から徒歩分で、利便性と雇用確保の優位性
を兼ね備えている。事務所としても利用可能な都市型物流施設となって
いる。設計・監理・施工は安藤ハザマが手がけた。


